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2026/8/5 河野安隆 (4781113 Ⅰ51) 
 

同窓会の『会誌 2026』に掲載してもらおうと思い原稿を書いていましたが、本部の締め切りに間に合いま
せんでしたので、『東広島支部ニュース 43 号』として掲載することにしました。 

 

おいぼれジジイの言いたい放題 

『全国支部長会・講演会・懇親会への提案』と『終活を考える』 

 

1. チューリッヒという会社は２０年間不変かい? 

自動車保険のチューリッヒのＣＭの中で、電話対応オペレーター役に松木里奈(１９８４年生まれ)さんが出てい

る。２００６年から、「変わらぬ高い評価をいただいています」と、当時２２歳の里奈さんが優しい笑顔で視聴者にかた

りかけるものだから、世のオヤジたちはこぞって契約している。私はどっちかといえば、ソニー損保のＣＭの、ヒロシも

大好きな内田有紀さんのほうが好みである♡。 

そのチューリッヒのＣＭを見ながら、おいぼれジジイは「２０年もの間、進歩も改革も工夫も無い会社かよ！！」っ

て、ＴＶに向かって言い返している。それが聞こえたのか、ここんとこ絵が変わった。 

 

2. 前奏付きの『君が代』は日本国歌じゃない ! ! 

オリンピック、FIFA、世界陸上、世界卓球などの国際大会で流れる日本国歌。表彰台の一番高いところに立つこ

とが出来たから聞けていることはとても嬉しいのだが、あれは日本国歌か? あれは日本相撲協会が始めた前奏付

きの『君が代』だ。これをいつもあちこちの大会で流していると、世界中の人々は誤解するじゃないか、前奏付きの

『君が代』が正式な日本国歌か？と。 

２０１２年のロンドンオリンピックの時、さすがにすごく違和感をおぼえたので、早速ＪＯＣに苦情の電話をした。「あ

の曲は正しくない。前奏なしの曲に是正してほしい。」と。１０年以上経過してしまったが、まったく改めていない。もう

世界中に定着してしまった感がある。日本のすべてのスポーツ協会、連盟は、正しい前奏なしの『君が代』を大会主

催者に提供しなおしてほしいものだ。だれもおかしいと思わんのかねェ。平和な国だ。 

このたび、ＪＯＣ会長の橋本聖子さんにも要望書を出して是正をもとめた。２０２８年の夏季オリンピック：ロサンゼ

ルス大会では正しい『君が代』が流れることを祈っている。 

 

3. 薫風寮はいま 

国有建物の旧陸軍広島被服支廠４号棟は広島大学の元学生寮：薫風寮（くんぷう）。５５年前、わたしは、かつて

この薫風寮のすぐ裏の翠(みどり)町に住んでいた。寮には友人がたくさんいたので、しょっちゅうここに出入りして、皆

と呑んで歌っていた。１号棟から３号棟は広島県の所有物、４号棟は国有。いま、耐震補強工事のために４棟とも足

場で覆われている。１号棟から３号棟の改修工事だけで２６億円、県税から支出していることを知っているかい。 

これら４棟を被ばく建物として保存することに決まっての工事だ、しかし５０年先のことを考えているのだろうか。わ

たしは４棟全部を被ばく建物とし保存することには反対だ。この４棟は住宅地のど真ん中で、しかも平和公園からか

なり離れている。こんな位置にある被爆建物をどのようにして管理していくつもりだ。しかも国有と県有が混在してい

るものを一元化して管理するのは問題が山積みだ。各地でオーバーツーリズムの問題が発生して、近隣住民を困ら

せている事実を知らないのだろうか。よけいなお荷物になるだけだ。どうしても保存したいというのなら、爆風でひん

曲がった鉄扉１枚と、ミニチュア模型を資料館の中に展示すればいい。それより、もっと被ばくで悲惨な現実があった

『被爆者が眠る島』で有名な『似島(にのしま)』のことを保存すべき。８月６日以降、広島市から何万人の瀕死の被爆

者が搬送されていくが、医薬も医師もベッド数も全く足らない状態の中で救命医療を続けた島。 

                 第 43 号 2026 年 8 月発行 

広島大学工学同窓会 

   東広島支部ニュース 

発行責任者 

河野安隆 qqxs6bdd@salsa.ocn.ne.jp 
                    090-5375-6275 
李木経孝 sumomogi@cello.ocn.ne.jp 
                    090-6412-3558 



２ 

 

 

 

                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 『高度先進医療特約』と『がん特約』 

私は、２０１３年に右腎臓の部分切除手術を広島大学病院でやってもらった。しかも医療支援ロボット『ダ・ヴィン

チ』で。保険のオバちゃんいわく「『高度先進医療特約』というのは、心臓病とか脳腫瘍とかの手術には大金が要る

ので、掛け金は月１００円とか２００円だからとても安い、まあ安心代と思ってこの特約を付けときんさい」との説明に

納得して加入してしまったものだ。しかし、この特約の対象は、厚生労働大臣が「これが高度先進医療だ」と認めてく

れた医療のみ(=厚労省のＨＰに掲載されている手術)である。ダ・ヴィンチを使っての腎臓の部分切除手術は広大病

院では当時まだ３例しかない。手術の実施例がまだ少ないので、当然『高度先進医療』とは認められていなかった。

残念!! まあそれは仕方ない。  

しかし『がん特約』には助かった。切除した私の腎臓細胞を検査してもらうと、がん細胞がみつかった。がん特約に

加入していたおかげで、手術一時金、入院費用が支給になった。しかも８０歳になるまでに、再びがんになったら、手

術一時金、入院費用をまた支給してくれる。術後１３年経つが、いまのところ再発も転移もない。それよりなにより、８

０歳まで保険代を一切支払う必要がなく、６０歳までの死亡保証金額が継続する。こんな有難いことはない。よって

私は寿命を７９歳の１１月と決めている。ちなみに住友生命だ。 

 

5. 終活のはじめは『遺言書』と『財産目録』。 

このたび私は、２度目の『直筆遺言書』を書いた。その遺言書の中で、「すべての固定資産、有価証券、現金預貯

金等(詳細は別紙財産目録に記載)を〇〇〇〇に相続させる。」と記述した。 
ところが、親を亡くして相続が発生した知人たちの体験談を聞くと、「まず何がどこにあるのかがわからん」、「見つ

けてもパスワードがわからんので開けん」、「どの印鑑かが不明」、「その印鑑はどこにしまってあるのかわからん」、

「総額でなんぼ有るのかわからん」というようなことが山ほど有って、それらが解決までに結構な時間がかかったとい

う。相続手続きの期限は３か月、時間は潤沢には無い。 

私が作った財産目録リストを公開するので参考にして、ぜひ使ってほしい。２列目の『費目・会社名』には、固定資

産(土地、建物、車、家財)、有価証券(証券会社ごとの株式、投資信託)、現金預貯金(銀行名、生命保険、傷害保

険、火災保険)などを記入する。 
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元、薫風寮 
(4 号棟)。狭い
道を挟んで住
宅街がある。 

元、被服支廠(1～3
号棟)西側にはセブ
ンイレブンと住宅に
隣接している。 

 

 

 

※この表の希望者は河野までご連絡ください。エクセルで提供します。 
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6. やっと本論 

(1) 全国支部長会 (１０：００～１２：３０ ２７支部参加) 

せっかく全国から支部長が集まってくるので、２時間３０分の時間を「支部間の交流を深めること」に最大限使

いたい。前もって選んだ数支部に１０分ぐらいの時間を取って近況を発表してもらうやり方はとても良いと思う。し

かし、工学部長の学部近況報告と昼食会の在り方は再考をお願いしたい。まずは工学部長の学部近況報告。

内容はほとんど代わり映えのない発表なので、全国支部長会の時間から外してほしい。具体的には午後の講演

会を第１部、第２部に分け、その第１部として２０分程度しゃべる方向はいかがだろうか。つぎに昼食会。６人掛

けテーブルで会食するのだが、会話がなかなか進まない。名札をつけたまま昼食会に入ればきっかけがつかみ

やすい。ぜひ名札回収は夜の懇親会の前あたりにしてほしい。 

そうやって支部間の交流を深める時間をもっと取る工夫をすれば、遠くから参加して一言もしゃべらなかったと

いう支部は少しでも減る。『活動報告の資料』を見れば状況はあらかた解るのでそれでも良いのだが、「何か一

言補足したい支部はありませんか?」と事務局の方から誘い水を出してもらいたい。 

さらに、何度も提案するのだが、以前のように参加支部長の顔写真を撮り、会誌に掲載してほしい。会誌を見

るたびに懐かしくなる。これもまた交流の一助となる。 

 

(2) 慰霊祭 (１３：３０～１３：５０)   

かなり高齢化が進んでいるので、亡くなるかたが増える一方だ。 

 

(3) 講演会 (１４：００～１５：２０) 

いつも講演会に予定してある時間は、８０分。先の項目で述べたように、１部と２部構成にし、１部を２０分で

学部現状報告、２部を６０分で外部講師による講演会とすれば良い。   

 

(4) 社員総会 (１５：３０～１６：５０) 

社員総会は、ほとんど質問も出ず、シャンシャンの手締め会。 

 

(5) 懇親会 (１７：００～１９：００ 参加者８８人(１０テーブル) ) 

・来賓あいさつに３人はいらない。時間制限を設けて司会者が調整をかけるべし。だらだらとあいさつされたら美

味しい料理を前にして辛抱できん。今回の料理はとても美味しかったのでなおさら。 

・コンパニオンは６人掛け１テーブルあたり１．５人居れば良い。なんだか多かった。 

・あの大きさのテーブルを使うのなら、１テーブルに着座予定人数は７人まで。いくらなんでも６人掛け程度のテ

ーブルに１５人は詰め込みすぎ。テープル数を倍に増やしてもらいたい。先生や来賓を少し削減をお願いする。 

・現役の学生さんを各類から２人ずつ無料招待する。そうすると、懇親会が活発になるし、将来の同窓会の活性

化と繁栄につながる。５G×２人=１０人。１０人×５０００円=５００００円、そのくらいの費用は出そうよ。 

 

7. 編集後記 

４０℃がらみの酷暑が続いている。フランスではさらに気温が高くなっているという。コンクリート地表温度は５０℃

を超えている。散歩するペットは火傷必至だ。この先、人間も生きていけるのだろうか? わたしも歳を重ねるごとに、

『記憶力』と『体力』と『やる気』の低下をヒシヒシと感じている。今回、特別事情により支部ニュース紙面が３ページに

なった、申し訳ない。 

 

 次号『ひとりごと』コーナーの担当依頼。 

役員メンバー表のあいうえお順で、石田茂(修ⅡS５８)さんと河吉利幸(修ⅣH８)さんよろしくお願いします。２００

文字程度のコメント提供準備をお願いします。 

PS そのまえに 

左肩に激痛が走るようになり、７月４日に整形外科に診てもらいに行ったら、『石灰質沈着性腱板炎』、

関節が腫れているので、とりあえず消炎・鎮痛のため『ジクトルテープ 75mg』を貼っときとのこと。いまでも

服の脱ぎ着、体のタオル拭き、シートベルトの着脱、等々、往生している。１年くらいかかるらしい。 


